
過去の研究実績 現ᅾ、注力し࡚いࡿ研究 今後取ࡾ組࡛ࢇいきたい
研究 

1. GPUࢫパࢥンࢆ用い

た࣮ࣝࣇࢬ࣮ࣇド
法よࡿ樹枝状凝固
成長計算 

2. 固気流動層の直接相
互作用計算よࡿ大
規模直接計算 

3. 粒子法よࡿ粉体࣭
流体の大規模シ࣑ュ
࣮ࣞション 

ACM࣮ࢦドンベࣝ賞࣭文部科学

大臣表彰࣭日本機械学会計算
力学部門業績賞࣭日本応用数
理学会業績賞、等 

1. 弱ᅽ縮性流体計算手法よ࣏ࡿソン方程式ࢆ
解࡞い非ᅽ縮性気液二相流解析 

2. MRT-Cumulant ハࢵࣜࣈド型格子࣐ࢶࣝ࣎ン法
 高精度空力解析ࡿよ

3. 適合細分化格子法ࢆ適用したGPU計算高速計算 

4. 動的負荷分散よࡿ AMR 大規模並列計算 

 

 

1. エ࣮ࣝࢣࢫࢧࢡの超大
規模気液二相流解析 

2. 自然災害࠾よび防災シ
 ュ࣮ࣞション࣑

3. 泡沫シ࣑ュ࣮ࣞション 

4. 生物やࢶ࣮࣏ࢫ科学
流体構造連成解ࡿけ࠾
析 

5. 長時間積分対すࡿ強
 改善ࢢン࣮ࣜࢣࢫ

 

 

 
 
 
 

③http://www.sim.gsic.titech.ac.jp/    taoki@gsic.titech.ac.jp 

弱圧縮性流体計算पよる気液二相流解析 

商用भ流体解析ソフトदम
全く対応दきऩいようऩ難
しい課題पؚ積極的प挑戦
しथ行きたいध思います؛ 

代表的研究例 

機械工学 流体力学 
気液二相流シミュレーション，高性能計
算，GPUコンピューティング 

機械系 教授 青木尊之 

動的負荷分散を用いたDEMपよる粉体解析 


